させた。20発の小型ロケットが、カーボンドッグの頭やおなかを勢いよく襲う。が-。
カーボンドッグは倒れなかった。怒りに燃えてらんらんと瞳を光らせ、いきなり鋭い爪で
ぼくの〓を引き裂く。生温かいものが、ぼくの右〓を伝った(HPマイナス3)。
「お、おのれ～!このオレ様を、ここまで追い詰めるとは!しかし、それもここまでよ」
カーボンドッグがそう叫んだとたん、ヤツの体に異変が起こった。まっ黒だった体が徐々
に透明感を帯びはじめ、やがて、光を受けて輝くダイヤモンドの体に変身したのだ!
「フフフフフ……ダイヤモンドドッグに変身したオレ様を、倒した者など1人もいない……」
堅いダイヤモンドの体に変化した敵は、ぼくらに向かって不敵な笑みをよこした。
◆アイテムリストから『ペンシルロケット20』を消して…385へ
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トンチキさんは心配だったけど、修羅場を生き抜いてきた人だし、きっと大丈夫だと信じ
て、ぼくらは再び酒場の中へ。モノトリーの力の源である悪魔の像がこの中にあるんだ!
店の中にはそれらしいものは見つからない。あとは、酒蔵とカウンターの中だけか。
…………4へ

